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第 2 章では、ミリ波帯を用いた広帯域無線アクセスシステムについて概観するとともに、本研究で検討している P-P

































保できない。新しく CABSP (Constraint Availability-and-Bandwidth Shortest Path) ならびに CABSP-AM
(Adaptive Modulation) としづ制御法を提案し、回線品質・トラヒック負荷変動の両者を考慮に入れたパス選択な
らびに適応変調の適用により、特性向上が可能であることを定量的解析により明らかにしている。
第 4 章では、複数のミリ波帯無線チャンネルを動的に各無線リンクに割当てる可変リソース割当制御法 (DRA









(1) CABSP 制御法を適用することにより、従来と比較し、 2'"'-'3 Gbps のスループット改善を実現した。







(6) FCB 制御法を適用し、 2'"'-'3 Gbps のスループット改善を得ている。
(7) FCB 制御法を使用することにより、フェアネス系数 0.6'"'-'0.8 を実現している。
以上のように、本論文は、メッシュ型ミリ波エントランスネットワークに対し、各種の制御方法を提案し、スルー
プット向上を実現している。この結果、人類共通の財産である電波周波数の利用効率向上に対しても重要な技術であ
り、通信工学の発展に寄与するところが極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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